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六六甲甲オオルルゴゴーールルミミュューージジアアムム    

「「九九代代玉玉屋屋庄庄兵兵衛衛  江江戸戸かかららくくりり実実演演＆＆講講演演会会」」１１月月１１２２日日（（日日））開開催催  
江江戸戸時時代代かからら続続くく伝伝統統技技術術やや歴歴史史をを継継承承者者がが実実演演・・解解説説  

 
六甲山観光株式会社（本社：神戸市 社長：宮西幸治 阪神電気鉄道株式会社 １００％出資）が六甲山上で運

営する六甲オルゴールミュージアム（博物館相当施設）では、「九代玉屋庄兵衛 江戸からくり実演＆講演会」を 
２０２０年１月１２日（日）に開催します。      
「「九九代代玉玉屋屋庄庄兵兵衛衛  江江戸戸かかららくくりり実実演演＆＆講講演演会会」」概要 

六甲オルゴールミュージアムでは、九代玉屋庄兵衛が製作した江戸からく
りについて講演と実演を行います。江戸時代から続く「玉屋庄兵衛」の伝統や
江戸からくりの貴重なお話と共に、製作者本人が江戸からくりを実演します。
現在、江戸からくり製作者は日本に数人しかおらず、その中でも江戸時代か
ら技術を継承しているのは「玉屋庄兵衛」のみです。普段は名古屋に拠点を
置き活動する玉屋庄兵衛が、神戸で自らの作品を実演するのは貴重な機会
です。 

 
【 日 程 】 ２０２０年１月１２日（日） 

【 時 間 】 １１：２０～、１３：２０～、１５：２０～ (各回約３０分間) 
※入館料のみで参加できます。 

【実演品例】  ・茶運人形 （作者不詳、江戸からくり、江戸時代後期、復元： 
２０１９年、九代玉屋庄兵衛） 
・三番叟（大野弁吉、江戸からくり、江戸時代後期、復元：２０１７
年、九代玉屋庄兵衛）他  

＜九代玉屋庄兵衛（くだい たまやしょうべえ） プロフィール＞ 
享保１８年（１７３３年）、京都のからくり人形師、庄兵衛が名古屋にやって来て、翌年名
古屋の玉屋町に移住したことから、「玉屋庄兵衛」を名乗る。以降、３００年近く尾張名古
屋で地元の祭りに出場するからくり人形の制作や修理に代々関わっている。 

九代玉屋庄兵衛は、本名、高科庄次（たかしな しょうじ）、１９５４年生まれ。 ２５歳で七
代目に弟子入り。１９９５年に九代玉屋庄兵衛を襲名。１９９８年、江戸末期に田中久重が
製作した「弓曳童子」完全復元。２００５年、大英博物館に「茶運人形」を寄贈、同所蔵の
『機巧図彙』とともに、日本文化常設館に展示される。同年、愛･地球博において、愛知県
館モニュメントとして「唐子指南車」を制作。からくり人形の実演など海外での活動も行って
いる。２０１５年「現代の名工」（「卓越した技能者表彰」）として厚生労働大臣より表彰。  

＜開催中 新収蔵記念特別展「からくり人形～西洋と日本～」＞ 

九代玉屋庄兵衛による江戸からくり「茶運人形」を、新たに収蔵品に加える
ことを記念し、新収蔵記念特別展「からくり人形～西洋と日本～」を開催しま
す。本展ではスタッフの解説と共に、１９世紀後半に欧州で盛んに制作された
「自動人形（オートマタ）」や江戸からくりの実際の動きをみることができます。 

【開催期間】 ２０２０年１月６日（月）～３月１日（日）  
休館日：期間中の木曜日 

【実演時間】 １０：１５から１６：１５の毎時１５分頃から１日７回、各回約１５分間 

※毎時００分から（１０時台のみ５分から）ミュージアムコンサートを実施。

その後半１５分でからくりを実演します。 
※入館料のみで参加できます。 

資料提供：２０２０年１月９日(木)     

送信元： 六甲山観光株式会社 

六甲オルゴールミュージアム  

    

＜リリースに関するお問い合わせ先＞  
六甲オルゴールミュージアム  
ＴＥＬ：０７８－８９１－１２８４ ／ ＦＡＸ：０７８－８９１－０１１１ 
〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１４５  

 

■六甲オルゴールミュージアム営業概要 
【入 館 料】 大人（中学生以上）１，０５０円 

小人（４歳～小学生）５３０円 
【営業時間】 １０：００～１７：００（期間中、１６：００受付終了） 
【休 館 日】 １１/２８～３/１９の木曜日 
 

News Release 

 

九代玉屋庄兵衛 

茶運人形（江戸からくり） 
湯呑を運びます。湯呑を取る
と静止し、湯呑が戻された
後、再び動き出し、U ターンし
てもとの位置まで戻ります。 

 
動画 


